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ひとりのきわめて偉大な画家が、その有名な睡蓮を 27 回と 35 回も描いた以上、かれがもっともう
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まくそれを描いたのはいつか
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）知らなかったからだ
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すことに成功した
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論理」あるいは「不条理〔非理性〕
のなかの
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いがゆえに










１） 『クリオ』（および『ヴェロニカ』）の引用は、すべてプレイヤード版の全集による。Charles Péguy, Œuvres en prose 
complètes, édition présentée, établie et annotée par Robert Burac, Paris, Gallimard, coll. « Bibliothèque de la pléiade », t. 




している（Charles Péguy, Œuvres poétiques et dramatiques, édition publiée sous la direction de Claire Daudin, avec la 
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collaboration de Pauline Bruley, Jérôme Roger et Romain Vassermann, Paris, Gallimard, coll. « Bibliothèque de la pléiade », 
2014, pp. 627-768）。
４） OPC, t. III, p. 1035.
５） この「不可逆性」が、ベルクソンの「持続」に由来することは、ペギー自身が述べるところだが（OPC, t. III, p. 
1068）、後述のように、無限の発展や進歩を嫌う傾向から、ペギーはエラン・ヴィタルの概念はみとめておらず、『ク
リオ』では（ラボアジエをもじりながら）、「この意味ですべては失われ、すでにいわれたように、なにも創られな
い」という（OPC, t. III, p. 1069）。老いとは、いかなる創造も進化もなく、ひたすら失われていくだけの持続であり、
あるいはなにも創られず、なくなっていくだけの世界で、それでも時間をさきへと進める、歴史のもうひとつの原
理ともいえる。
６） OPC, t. III, p. 1028. 以下、強調はすべて原著者による。
７） 周知のように、ドゥルーズはここに、「第一回目を n乗する」という特異な反復のあり方をみている（ジル・ドゥルー
ズ、『差異と反復』、財津理訳、河出書房新社、1992 年、20ページ）。
８） OPC, t. III, p. 1029.
９） OPC, t. III, p. 1030.
10） OPC, t. III, p. 1174.
11） この定義にしたがえば、老いに対立する（老いを終えてしまった）歴史、つまりクリオは、〈複数の世代に同時に存








12） OPC, t. III, p. 1164.
13） OPC, t. III, p. 665.
14） OPC, t. III, p. 655.
15） OPC, t. III, p. 719.
16） OPC, t. III, p. 719.
17） しかしペギーは、イエスのことを「記憶の素材、老いの素材、そしてそれゆえに、ほかならぬそれゆえに、永遠の
若返り（rajeunissement）の源泉」であるともいう（OPC, t. III, p. 1198）。さらに『第二の徳の神秘の門』でも、「希望」
そのものである子ども（イエス）が、「ふるい水」から「あたらしい水」をつくるとくりかえし詠っている（Œuvres 
poétiques et dramatiques, op. cit., pp. 739-740）。イエスは、老いをもたらす素材でありながら、同時に「若返り」
の源泉でもある。だがこの若返りは、「永遠の（éternel）」とされており、それがたんに時間的な意味で若返る（や
りなおす）ものでないことも示唆されている。
18） OPC, t. III, p. 674.
19） ペギーは、イエスの布教の三年間について、それを「歴史的に歴史にすることはないだろう」とクリオに語らせて
いる（OPC, t. III, p. 668）。
20） OPC, t. III, p. 1129.
21） OPC, t. III, p. 715.
22） しかしペギーは、現代世界におけるこの非キリスト教化は、ほかならぬ聖職者から生じたと述べる（OPC, t. III, p. 
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憶をもたない」（OPC, t. III, p. 604）。あるいは、天才とは大人が子どもを自分たちに還元しようとしてつかう言葉
であり、つまり子どもから老いの可能性を奪おうとする行為がもたらす、人為的かつ疑似的な存在である。この意
味では、天才はすでに老いており、それゆえに（やはり）老いを知らない。
ペギーは、子どもにとって教育による「老年の先取り（anticipations de la vieillesse）」は避けるべきだと述べている













係を示唆している（Camille Riquier, « Péguy “Bergsonien” », Charles Péguy, Les cahiers du Cerf, sous la direction de 
Camille Riquier, Paris, Les Éditions du Cerf, 2014, pp. 149-178, p. 174）。興味深い指摘だが、リキエはあくまでこの
制度化における特異な再生の可能性（反復不可能なものが反復されること）に力点をおいており、本稿で問題にす
る老いの意義が弱められているように思える。
26） Résumés de cours, op. cit., p. 46.
27） すでに述べたように、老いは持続の一種であり、たえざる生成の運動である。そのため老いとは〈老いてしまった〉
ことではなく（老人は老いを知らない）、つねに〈老いつつあること〉である。「老いるとはべつの世代である（になっ
てしまった）ことではまったくない」（OPC, t. III, p. 1173）。老いは、生成ではあるが変化ではない。
28） Maurice Merleau-Ponty, Le visible et l’invisible, Paris, Gallimard, coll. « Tel », [1964] 2002, p. 224.
29） Maurice Merleau-Ponty, Signes, Paris, Gallimard, coll. « folio/essai », [1960] 2001, pp. 304-307.
30） OPC, t. III, p. 1204.
31） OPC, t. III, p. 1206.
32） OPC, t. III, p. 1032. ペギーは、『クリオ』でベルクソンの「持続」の発見をくりかえし称え、その有機的で生き生き
とした性格を強調する。だが、この「ベルクソン的な持続」、「有機的な持続」、「出来事と現実の持続」のまさに本質に、









て歴史家の態度がとられるなら、それは「この世におこりうる最大の失寵」になるとペギーは述べる（OPC, t. III, p. 
1198）。
34） ドゥルーズ、前掲書、288 ページ。
35） OPC, t. III, p. 1208. ときにこの箇所は、ドゥルーズの影響から、歴史の特権的な出来事の存在と構造をあらわすた
めに利用されるが、強調されるべきは前半部分、つまり〈臨界点が通過された〉という事実であり、あるいは特権
的な出来事にかんしていうなら、ペギーが重視するのは、バスティーユ監獄の攻略の例がしめすように、時代を画



























37） OPC, t. III, p. 1209.
38） 1912 年 9月 28 日付のジョゼフ・ロットとの対話（邦訳『歴史との対話』、訳者まえがき、2ページ）。








こで（老いたがゆえに）老いを失う（OPC, t. III, p. 1193）。詩人は、作品の制作や鑑賞において「みずからのあた
らしさをまったく失わない」という意味で、決して老いることがない（老いてはならない）が、年代記作家は、や






41） OPC, t. III, p. 1175. あるいは「歴史は演習であり、記憶は戦争である」（OPC, t. III, p. 1178）。




44） OPC, t. III, p. 1175.




を見いだすことは難しく、むしろ「わが友、わが購読者たちへ」で顕著であると述べている（Riquier, op. cit., p. 
169）。
46） Charles Péguy, Œuvres en prose complètes, édition présentée, établie et annotée par Robert Burac, Paris, Gallimard, coll. 
« Bibliothèque de la pléiade », t. II, 1988, p. 1284.
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Vieillissement et événement
La philosophie de l’histoire chez Charles Péguy
Keiichi YAHATA
Résumé :
Nous nous proposons ici de traiter de la philosophie de l’histoire dans l’ouvrage de Charles Péguy intitulé 
Clio, Dialogue de l’histoire et de l’âme païenne. Péguy y développe une théorie originale de l’histoire à partir de sa 
réfl exion personnelle sur la notion de « vieillissement ».
  D’après Péguy, ce terme désigne un mouvement « irréversible » d’« usure » que nous présenterons dans le 
premier temps de notre étude : dans ce mouvement, tout se perd peu à peu et on ne reprend rien. Cette compréhension 
spécifique du vieillissement peut être rapprochée de la notion d’« institution » chez Maurice Merleau-Ponty, ce 
dernier ayant été – de même que Gilles Deleuze – un des lecteurs importants de l’œuvre de Péguy au vingtième 
siècle. Cependant, il semble y avoir un écart fondamental entre Péguy et Merleau-Ponty au niveau de leur conception 
de l’histoire. Nous nous attacherons à mettre en évidence cet écart et le malentendu d’où il provient dans la seconde 
partie de notre article.
  Dans la conclusion de celui-ci, nous examinerons fi nalement la notion péguyenne d’« événement ». Si Péguy 
est souvent considéré comme un penseur de l’événement (par Deleuze par exemple), le sens que possède ce terme 
chez lui est en fait très différent comparé aux autres philosophes. En effet, pour Péguy, l’événement n’a aucune 
singularité, celle-ci le caractérisant pourtant en général. Et, remonter à l’intérieur de cet événement sans singularité, 
en ayant recours au vieillissement qu’il manifeste en tant qu’il n’a pas de singularité, c’est exactement la tentative de 
Péguy dans son Clio, que nous nommons ici l’histoire de l’événement anti-singulier.
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